
 

 
LS 修了後のKIMAP in Global Business Law 

進学の案内 
 

1. 趣旨 

KIMAP in Global Business Law（グローバル異分野共創プログラム）は、2023 年4月に

神戸大学大学院法学研究科で開始した新しい修士課程プログラムです。司法試験受験で

は、日本語での学習が基本ですので、どうしても英語を用いた学習は疎かになります。

他方で、皆さんご存知のように、今日の法曹界では、法律知識と英会話能力を組み合わ

せた能力が高く評価されています。そこで、法科大学院を修了後、KIMAP において国際

ビジネス法を英語で学習する機会を持つことをお薦めします。 

 
2. KIMAP の特徴 

・国際ビジネス法（国際法、国際経済法を含む）。講義はすべて英語で行われます。 

・1 年間で修了（2 年が原則ですが、1 年でも十分に修了できます）。 

・法律英語の専門教員がいます。進学後に英語能力を大幅に伸ばすことができます。 

・海外インターンシップ、模擬仲裁（いずれも選択科目）等があり、実践重視です。 

・国内外の最先端の研究者・実務家が講義を行いますので、人脈形成が可能です。 

・修士（法学）以外に経営学・経済学の科目も履修することで学際的フィールド 

（例 Sustainable Development & Public Policy Field）認定も取得可能です。 

・詳細はこちら及びウェブサイト：https://www.law.kobe-u.ac.jp/KIMAP/ 
 
3. 出願資格：LS 修了見込み（修了後3 年未満） 

 

4. 審査内容 

 
 

5. 申請時期 

2026 年 10月入学：2026 年 5月 18 日（月）～ 5月 29 日（金）必着（最終日17時必着） 

 
6. 問い合わせ先 

・KIMAP の詳細：川島富士雄教授（fkawa@port.kobe-u.ac.jp） 

・応募書類：神戸大学大学院法学研究科・教務グループKIMAP 事務 

（law-kimap-admin@edu.kobe-u.ac.jp） 

(1) 書類選考 

Ａ  英語能力を証明する書類：TOEFL（iBT），TOEIC（Listening & Reading 
Test），IELTS（Academic）（過去２年以内のもの）を一定の方法によ

り換算し、得点を算出します。 

Ｂ 研究計画書 英文で作成したもの（1,500 words 以内） 

LS 修了生の場合は日本語（3,000 字以内）での作成を認めます。 

(2) 口頭試験 

出願書類を中心に英語で行います。 
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